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評価点 点 ： 価格点 点

※ 入札金額は入札者が見積もった契約希望金額の110分の100に相当する金額である。

※ 評価値は、評価点と各回入札の価格点を加えて算出する（小数点以下第３位まで表示）。

（備考）１　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４横とする。
　　　　２　必要に応じて適宜事項を加除して使用するものとする。

入札執行官署 東京空港事務所

第23号書式（第29条）

競争入札経過調書（総合評価落札方式(加算方式)）

件 名 東京国際空港共同溝定期点検調査

開 札 年 月 日 令和1年9月20日 ( 落札決定日令和1年10月1日

落 札 者 株式会社パスコ 　

予 定 価 格 ￥ 49,918,000 -

落 札 金 額 ￥ 28,600,000 -

調 査 基 準 価 格 ￥ 39,205,527 - 調 査 基 準 価 格 の 100/110 ￥ 35,641,389 -

積 算 額 ￥ 49,918,000 - 入札書比較価格（予定価格の100/110） ￥ 45,380,000 -

得点配分(各満点) 60 60
低入札価格調査実施済　第１回落札

入札参加者 評 価 点
第１回入札 第２回入札

摘　要
入札金額 価 格 点 評 価 値 入札金額 価 格 点 評 価 値

株式会社パスコ 56.0 26,000,000 25.623 81.623 落札

※ 予定価格（入札書比較価格）の範囲内の入札金額であり、評価値の最も高い者を落札者
とする（なお、その範囲に満たない入札金額の場合は、各点数を表示しない。）。

※ 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の10％に相当する額を加算
した金額（１円未満の端数は切り捨て。）をもって落札金額とする。



低入札価格調査の実施概要（測量又は建設コンサルタント等） 
 

 

件     名：東京国際空港共同溝定期点検調査 

 

発 注 機 関：東京空港事務所 

 

調査対象業者名：株式会社パスコ 

 

項   目 内   容 

(1) その価格により入札した理由  

調査対象者においては、過去、東京国際空

港において同種業務である共同溝定期点検

調査を行っていることから、業務内容の熟

知度及び地域精通度を有している。 

また、本業務において、過去と同一の管理

技術者を配置することにより知見のある作

業体制が確保出来る。 

更に、より競争力の高い価格設定とするた

め、間接業務費を抑制することにより当該

入札価格とした。 

(2) 配置予定の技術者その他当該契約の履行体制 
管理技術者１名、照査技術者１名及び担当

技術者２名 

(3) 手持ちの建設コンサルタント業務等の状況 
管理技術者は２件、照査技術者は３件、担

当技術者は最低５件、多い者で９件 

(4) 手持機械等の状況 該当事項なし 

(5) 国及び地方公共団体等から過去において受

注・履行した建設コンサルタント業務等の名称及

び発注者 

東京国際空港共同溝定期点検調査／東京航

空局 他 

(6) 経営内容 特に問題となる点はない 

(7) (1)から(6)までの事情聴取した結果について

の調査検討 

本業務における同社入札金額の各費用項目

を個別に分析したところ、以下のとおりで

あった。 

・直接本業務に係る部分は、当所積算と若

干の乖離が認められるが、本業務において

必要とされる人員その他必要な経費は計上

されており、価格上不合理な点は見受けら

れない。 

・間接業務費に係る部分は、当所積算との

乖離が認められるが、競争力の高い価格と

するため当該部分を圧縮したとしており、

提出された財務諸表の内容と比して特に不

合理な点は見受けられない。 



さらに、本業務の実施体制、過年度の実施

状況を踏まえて検討した結果、問題なく業

務を遂行できると思料する。 

(8) (5)の建設コンサルタント業務等の成績状況 東京国際空港共同溝定期点検調査／75 点 

(9) 経営状況 【公表しないこととする】 

(10)信用状況 

法令違反の有無 該当なし 

賃金不払いの状況 該当事案なし 

下請代金の支払遅延状況等 該当事案なし 

建設コンサルタント登録等にお

ける消除等の履歴 
該当なし 

(11)その他の必要な事項  
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